
  

［成果情報名］被覆肥料の植穴施肥によるセルリーの施肥削減と移植機利用による機械化  

［要約］セルリー栽培において、被覆燐硝安加里を定植時の植穴に施肥することにより、

施肥窒素を20％減肥しても慣行と同等の収量が得られる。植穴施肥作業は移植機を利用

することにより機械化が可能となる。  
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［背景・ねらい］ 

セルリー栽培は、栽培期間が長期にわたり施肥窒素量が多い。施肥窒素の利用率を高め

て減肥を達成するためには、局所施肥や肥効調節型肥料を用いた施肥が有効である。そこで、

被覆肥料を用いた植穴施肥、さらに、移植機を利用した植穴施肥同時移植についてあわせて

検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１． 肥料は生分解性の被覆肥料（被覆燐硝安加里、N-P 2O5-K2O=14-12-14、リニア型

70 日溶出タイプ）を用い、苗の定植時に設けた植穴下方に全量基肥施肥するか、

移植機を利用して植穴施肥同時移植を行う（図 1）。 

２． 植穴施肥により慣行とほぼ同等の生育が確保でき、赤色土では 20％，灰色低地

土では 40％の施肥窒素量削減が可能となる（表１）。 

３． 移植機を利用した植穴施肥同時移植により、慣行栽培の 1/3 程度に労働時間の低

減が認められる（表 2）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１． 用いた被覆肥料の窒素溶出率は 25 日後で 44～50%、50 日後で 62～75%、75 日後

に 72～84%、100 日後に 82～92%であった。 

２． 植穴施肥の跡地土壌化学性は、慣行栽培とほぼ同等であった。 

３． 植穴施肥同時移植を行う機械は現在開発途中である。ホッパへの肥料投入は、平

成 18 年度は人力で行い、平成 19 年度は自動計測できるよう改良して行った。 

４． 本成果は 9 月定植、1 月収穫の冬どりの作型で得られたもので、収穫後の残存施

肥窒素が春どり（12 月～翌 1 月の定植）の生育に及ぼす影響は未検討である。 



  

［具体的データ］ 

                       

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 施肥設計の概要と移植機利用による植穴施肥同時移植方法の模式図 
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表2　植穴機械植えによる労働時間の試算（時間/10a）

試験区 施肥 定植 合計

慣行手植え1) 2.4 36 38.4(100)3)

植穴機械植え2) 0 12 12　(31)3)

1) 静岡県2006年度版作物別技術原単位より引用、施肥は基肥と追肥の合計時間

2) 平成19年度の結果、苗運搬、反転は含まない。試験実施時の5株あたり所要時間から算出

3）慣行を100とした場合の比率

植穴機械植えの 

施肥同時移植方法模式図 

施肥設計の概要 
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1)有機配合 (N-P 2O5-K2O=8-6-7)

を基肥と追肥 3回に分施、窒

素として合計 50kgN/10a 施

肥 

2)被覆燐硝安加里を苗直下の

植穴に施用。施用量は栽植

密度（4017 本 /10a）から換算

し、一穴あたり肥料現物で 71

または 53g 

表1　収量調査結果1)

草丈 全重 調整重 草丈 全重 調整重
cm/株 kg/株 kg/株 cm/株 kg/株 kg/株

平成18 慣行手植え 50 71.9 2.09 1.19 66.8 1.73 1.06
年度 植穴手植え 40 70.7 1.74 0.99 68.9 1.75 1.11

植穴機械植え 40 70.5 1.97 1.19 68.1 1.73 1.10
慣行手植え 50 70.3 1.75 1.13 70.8 ab 1.78 1.28 a

平成19 植穴手植え 40 73.3 1.85 1.16 68.5  b 1.63 1.12 a
年度 植穴機械植え 40 71.7 1.72 1.08 73.3 a 1.68 1.22 a

植穴手植え4割減 30 73.4 1.73 1.06 67.5  b 1.66 1.08  b
1）各区10株調査2反復(平成19年度は8株調査）

　　定植9月下旬、収穫1月上旬のハウス栽培で、12月中旬より10℃を目標に加温（品種：コーネル619,白黒マルチ被覆）

2)栽培前土壌化学性 （H18,H19)：無機態窒素1.4,6.2mg/100g、可給態リン酸101,146mg/100g、交換性カリ9,19mg/100g

3)栽培前土壌化学性 （H18,H19)：無機態窒素1.5,4.3mg/100g、可給態リン酸92,130mg/100g、交換性カリ30,26mg/100g

表中記号はTukeyの多重検定により異符号間に5%水準で有意差あり、記号のない項目は有意差なし
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